
甲
南
公
民
館
く
ら
し
と
ま
ち
づ

く
り
講
座
受
講
生
募
集

◎「
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
教
室
」

　

３
種
類
の
布
素
材
を
使
っ
て
コ
サ
ー
ジ
ュ

を
作
り
ま
す
。髪
飾
り
・
リ
ス
ト
レ
ッ
ト
・
フ
ォ

ト
フ
レ
ー
ム
等
に
も
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
。

●
日
時
／
２
月
22
日（
土
）13
時
～
15
時

●
場
所
／
甲
南
公
民
館（
忍
の
里
プ
ラ
ラ
）

●
講
師
／
嶋
岡　

真
貴
子 
さ
ん

●
対
象
／
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
18
歳

以
上
の
方　

先
着
15
名

●
受
講
料
／
２
，０
０
０
円（
材
料
代
＋
参
加
費
）

●
受
付
期
間
／
２
月
12
日（
水
）ま
で

（
火
～
土
曜
日
９
時
～
17
時
）

●
申
込
方
法
／
チ
ラ
シ
裏
面
の
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
受
講
料

を
添
え
て
甲
南
公
民
館（
忍
の
里
プ
ラ

ラ
）に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
チ
ラ
シ
設
置
場
所
／
各
中
央
公
民
館
・

甲
南
地
域
の
各
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
・

社
会
教
育
課

問
／
甲
南
公
民
館

☎
８
６

－

３
０
３
６
／

８
６

－

８
１
１
９

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－

市
営
駐
車
場
の
利
用
者
募
集

●
受
付
期
間
／
２
月
３
日（
月
）～
14
日（
金
）

●
使
用
開
始
日
／
３
月
１
日（
土
）

●
甲
賀
駅
南
駐
車
場　

10
区
画（
う
ち
軽

自
動
車
３
区
画
）

●
甲
南
駅
前
自
動
車
駐
車
場　
（
身
体
障

が
い
者
用
の
み
２
区
画
）３
，０
０
０
円
／
月

※
申
し
込
み
の
際
は
事
前
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
申
込
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
な
り
ま
す
。

問
・
申
／
生
活
環
境
課

☎
６
５

－

０
６
８
６
／

６
３

－

４
５
８
２

●
油
日
駅
前
駐
車
場（
直
接
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
）�　

３
，０
０
０
円
／
月

問
・
申
／
油
日
駅
を
守
る
会

☎
８
８

－

５
８
７
９

●
甲
南
駅
前
駐
輪
場（
直
接
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
）

自
転
車　

１
，５
０
０
円
／
月

原
付　

１
，８
０
０
円
／
月

問
・
申
／
甲
南
駅
前
駐
輪
場

☎
８
６

－

０
５
９
０

（
受
付
時
間
／
６
時
15
分
～
９
時
15
分
、

13
時
～
14
時
、
18
時
30
分
～
20
時
30
分
）

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
更
新
に
伴

う
休
館
の
お
知
ら
せ

　

シ
ス
テ
ム
更
新
作
業
の
た
め
、
市
内
５

つ
の
図
書
館
を
す
べ
て
休
館
し
ま
す
。

　

返
却
は
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

期
間
中
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

も
一
部
停
止
し
ま
す
。ま
た
、資
料
の
予

約
・
延
長
も
受
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

●
臨
時
休
館
期
間
／
２
月
24
日（
月
）～
３

月
２
日（
日
）

※
２
／
15
号
の
図
書
館
だ
よ
り
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
／
水
口
図
書
館

☎
６
３

－

７
４
０
０
／

６
３

－

４
７
３
７

土
山
図
書
館

☎
６
６

－

１
０
５
６
／

６
６

－

１
０
６
７

甲
賀
図
書
情
報
館

☎
８
８

－

７
２
４
６
／

８
８

－

７
０
０
５

甲
南
図
書
交
流
館

☎
８
６

－

１
５
０
４
／

８
６

－

１
５
０
５

信
楽
図
書
館

☎
８
２

－

０
３
２
０
／

８
２

－

３
９
２
１

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

国
民
年
金
基
金
へ
ご
加
入
を

　

国
民
年
金
基
金
の
加
入
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

（
掛
金
は
、
全
額
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
で
す
）

問
／
資
料
請
求

○
滋
賀
県
国
民
年
金
基
金

☎
０
７
７

－

５
２
５

－

９
８
２
１

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル　

０
１
２
０

－

６
５

－

４
１
９
２

○
保
険
年
金
課

☎
６
５

－

０
６
８
８

※
市
役
所
で
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

子
ど
も
・
子
育
て
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査

　

市
で
は
、
子
育
て
を
応
援
す
る
事
業
を

実
施
す
る
た
め
に
、
18
歳
以
上
の
市
民
の

方
を
対
象
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
ま
す
。

　

調
査
票
が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
ら
、
子

育
て
や
そ
の
環
境
に
つ
い
て
の
意
見
等
を

ご
記
入
い
た
だ
き
、
返
信
用
封
筒
に
て
ご

返
送
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
対
象
と
な
る
市
民
の
方
す
べ
て
に
依
頼

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
／
こ
ど
も
応
援
課

☎
６
５

－

０
７
２
９
／

６
３

－

４
０
８
５

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

税
理
士
に
よ
る
税
務
相
談

●
日
時
／
２
月
12
日（
水
）13
時
30
分
～
16

時
30
分（
受
付
16
時
ま
で
）

●
場
所
／
水
口
納
税
協
会
３
階
会
議
室

●
定
員
／
予
約
制
で
先
着
６
名（
１
人
約
30
分
）

※
相
談
無
料

問
・
申
／
水
口
納
税
協
会

☎
６
２

－

１
１
５
１
／

６
３

－

０
１
７
３

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
ぱ
ん
じ
ー
の
相
談

【
相
談
員
に
よ
る
相
談
】

●
日
時
／
月
～
金
曜
日　

９
時
～
17
時

　

電
話
、
窓
口
、
訪
問
相
談
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
ま
ず
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

【
専
門
職
に
よ
る
相
談
】※
要
予
約

弁
護
士
に
よ
る
相
談

●
日
時
／
第
２
木
曜
日　

13
時
～
16
時

司
法
書
士
に
よ
る
相
談

●
日
時
／
第
４
木
曜
日　

13
時
～
16
時

出
張
相
談
会
の
お
知
ら
せ

●
日
時
／
場
所

２
月
19
日（
水
）／
か
ふ
か
生
涯
学
習
館

３
月
19
日（
水
）／
信
楽
保
健
セ
ン
タ
ー

各
会
場
13
時
～
16
時

問
い
合
わ
せ
／
甲
賀
・
湖
南
成
年
後
見
セ

ン
タ
ー
ぱ
ん
じ
ー　

甲
賀
市
甲
南
町
野
田

８
１
０（
甲
南
庁
舎
２
階
）

☎
８
６

－

６
１
６
１
／

８
６

－

６
１
９
９

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス　

pan-g.com

〈談
相

２

〉
月

お
知
ら
せ

　
市
内
に
は
民
俗
色
豊
か
な
祭
礼
行
事
や

芸
能
な
ど
が
、
地
域
ご
と
に
今
も
色
濃
く

残
っ
て
い
ま
す
。

　
甲
賀
衆
が
参
詣
す
る
様
子
を
今
に
伝
え

る
油
日
の「
奴
振
り
」、
室
町
時
代
に
流
行

し
た
風ふ

流り
ゅ
う

踊
り
の
名
残
が
み
ら
れ
る「
太

鼓
踊
り
」、
赤
い
花
を
奪
い
合
う
真
夏
の

「
祇
園
花
行
事
」、
江
戸
囃
子
の
調
べ
が
伝

わ
っ
た
と
さ
れ
る「
水
口
囃
子
」な
ど
、
い

ず
れ
も
地
域
に
根
ざ
し
た
人
々
の
、
熱
い

思
い
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
伝
統
文
化
と

い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
、
今
日
の
地
域
社
会
の
変
化
に

よ
り
、
い
か
に
し
て
次
世
代
に
継
承
し
て

い
く
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
、
こ
う
し
た
伝
統
文
化
を

ま
ち
づ
く
り
に
活
用
し
よ
う
と
す
る
試
み

が
各
地
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
日
常
的
に
行
っ
て
き
た
祭
礼
行
事

の
意
味
を
見
直
し
、
そ
れ
を
映
像
な
ど
に

よ
っ
て
記
録
保
存
す
る
と
と
も
に
、
行
事

を
通
じ
て
地
域
の
人
々
の
文
化
へ
の
誇
り

や
祭
り
へ
の
愛
着
を
呼
び
起
こ
そ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

　
ま
た
子
ど
も
た
ち
が
祭
り
に
参
加
す
る

こ
と
で
、
豊
か
な
人
間
性
が
育
ま
れ
る
こ

と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
地
域
の
人
々
に
よ
っ
て
大
切
に
受
け
継

が
れ
て
き
た
地
域
の
宝
、
こ
れ
を
活
か
し

地
域
を
再
生
す
る
原
動
力
に
し
た
い
も
の

で
す
。

甲
賀
市
の
文
化
財

～
民
俗
文
化
財
の
継
承
と
活
用
～

▲土山町黒川の太鼓踊り

問
い
合
わ
せ

歴
史
文
化
財
課
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